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8-20 「分配関係」と「生産諸力」とのあいだの矛盾と対立 重要!!

「だから、いわゆる分配関係は、生産過程の、そして人間が彼らの人間的生活の再生産過

程で互いに取り結ぶ諸関係の、歴史的に規定された独自に社会的な諸形態に対応するので

あり、またこの諸形態から生ずるのである。この分配関係の歴史的な性格は生産関係の歴

史的な性格であって、分配関係はただ生産関係の一面を表しているだけである。資本主義

的分配は、他の生産様式から生ずる分配形態とは違うのであって、どの分配形態も、自分

がそこから出てきた、そして自分がそれに対応している特定の生産形態とともに消滅する

のである。

ただ分配関係だけを歴史的なものと見て生産関係をそういうものと見ない見解は、一面

では、ただ、ブルジョア経済学にたいするすでに始まってはいるがしかしまだとらわれて

いる批判の見解でしかない。しかし、他面では、この見解は、社会的生産過程を、変則的

に孤立した人間がなんの社会的援助もなしに行なわなければならないような単純な労働過

程と混同し同一視することにもとづいている。労働過程がただ人間と自然とのあいだの単

なる過程でしかないかぎりでは、労働過程の単純な諸要素は、労働過程のすべての社会的

発展形態につねに共通なものである。しかし、この過程の特定の歴史的な形態は、それぞ

れ、さらにこの過程の物質的な基礎と社会的な形態とを発展させる。ある成熟段階に達す

れば、一定の歴史的な形態は脱ぎ捨てられて、より高い形態に席を譲る。このような危機

の瞬間が到来したということがわかるのは、一方の分配関係、したがってまたそれに対応

する生産関係の特定の歴史的な姿と、他方の生産諸力、その諸能因の生産能力および発展

とのあいだの矛盾と対立とが、広さと深さとを増したときである。そうなれば、生産の物

質的発展と生産の社会的形態とのあいだに衝突が起きるのである。五七

五七 競争と協力とに関する著述(1832年？)を見よ。
注解(一二六) マルクスが言うのはおそらく次の著作のことであろう。『競争と協同

との功罪の比較に関する懸賞論文』、ロンドン、1834年。八九一 」
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